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Marianne Moore（18871972）が85歳の生涯に公表した詩作品は，Marga－  
retHolleyの調査によれば189篇で，その初出は全て突き止められているが‖，  
“T’0” 「何々に寄する，何々へ」という型の表題の作品が18篇ある。ムーア  
自身が，「削除は偶発事ではない」“Omissions are not accidents”のエピグ  





軍隊の行進に  ToMilitaryProgress  
汝はその精神を  
籾穀を磨り砕く礪臼のように   
使う。  
汝はそれを研き  
歪んだ機智で   
笑う   
J二く   
汝の胴を。それが  
カラスが，その神が分け与える   
ような  
臆病な心に襲いかかり  
呼びかけて軍をはばたく   
ような  
森 出  孟  
所にひれ伏しているので。  
遂にはその騒動が更に   
多くの  
黒人緊急応召兵を召集する，  
犠牲を殆ど払わない   
戦争の  
復活を再び目ぎして。  
彼らは失われた頭を叫び   
求め  
各自の戦利品を探し求める，  
夕べの空が赤く染まる   
まで。  
－乃ビヱな〃ねJ，2（Apri11，1915），62．  










1aug】っ／ねユユ5，Calls／more，Ⅵ7ar／head，red／と一語で一行を成している。拙訳   
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も各連，3行目と6行目とは，押韻めかしてあるが，原詩が全体で，軍隊の行  




ワースの言である㌔   
何かに対して“you”と呼び掛ける以上，それが生物や人間でなければ，擬  
人化・牛物化されていると見られ，軍隊の行進は生き物と看徹されていること  
になる。   
次の二篇は，これから4カ月後に，同じ場所に同時に発表された。  
賞品として得た烏へ  ToaPrize】】ird  
汝は私には都合がよい，私を笑わせられるからだし，  
汝は盲目になったりしないから 掬穀が   
凧の吹くたび稲叢から巻き上って飛び乗たっても。  
汝は考えることを知っており，考えていることを話す  
サムソンの誇りに充ち 寂し気に   
きっぱりと，それで誰も敢えて汝に立ち止まれとは言わない。  
誇りが汝を良い気分にさせ，それで反り返って歩く，巨大な鳥よ。  









的感受性を備えていただけにムーアは，人も事物も，突き放して冷徹に見る眼   






思慮に欠ける園芸 ImjudieiousGardeming  
もし黄色が不信心のあらわれなら，   
私は不信心者だ。  
私には黄色い薔薇に悪意は抱けなかった  
書物が 黄色は縁起が悪く   
白は有望だと言っているからといって。  
しかしながら，あなた特有の感情は   
私生活を守る感覚は  
実際 耳ざわりなことに抗議するかも知れないし  
厚かましさを我慢する   
必要はない。  
771e助oist，2，（August2，1915）126．  





を訪れた軌こはGeorge Saintsburyに会い，その家の門口にあった黄色い蓄  
薇に強い印象を受けたし，e．e．カミングズ（著名な詩人であるが画家として  
も知られる）が画いた黄色い蓄薇の絵を，自分の机の上に長く飾っていた仙1．  
225）。   
黄色は縁起が悪いからと黄色の薔薇を欠く園芸は，確かに「思慮に欠ける」  
であろう。権威？に屈する必要はないし，最後の2行も，この詩の主張する要  
点である。各連共，2，5行，3，4行が押韻する作品である。   
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ムーアほ，ニカ月後，同じ詩誌に「蒸気ローラーに」“To a SteamRoller  







PerSOnaljudgmentin aesthetic／matters，a metaphysicalimpossibility，”  
〉▼Ou／ソmight fairly achieve／it．）と，ひねった表現によって，「美に関わる事  
柄」には，蒸気ローラー（機械的な判断や操作の象徴か）の働く余地は殆どな  
いだろうという作者の思索が表明されているとみてよかろう。   
吏に2カ月後には，今度は「国政」に呼びかけられることになった。  
香気で満たされた国政へ  ToStatementEmbalmed  
汝には何も言うべきことはない。護ればよい  




日除け覆い」なので，正義の女神の幽かなジグザグの銘刻は   
踊り子のように傾きながら  
示す  
のだろうか その昔ては潰渕としていた主権者の鼓動を。  
汝は物を言わず 石棺から   
移住しながら  
雪の  
沈黙を我々の周りに巻きつけ 消滅しかけた話しぷりをし  
半ばびっこを引き，半ば貴婦人ぶって   
闊歩する。鴇よ 我らは見い出さない  
何ら  
美徳を汝の中に生きていながらしかもそんなに無口なのだから。   
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慎重な行動は今や政治家らしい   
良識の総和ではない。  
尤も  
それは生命のない優雅さの化身だったろうか？  デスマ∴ク  




割合に，気付けないので，汝は見ることになるだろう 自滅する種々の夢が   
ねじ曲げられて歪み それ自身に  
向かって  
よろよろと進んでゆき，その偏平な囁で  








「死面」death mask，「自滅の」Suicidalと，「死」の縁語といっていいもの  








各直前のwind，とfindが，というように）全て押韻する構成である。   
それから半年後にムーアは，まるで18世紀の英国小説のような長い題の短詩  
を発表した。「汝は虹の根方に黄金を求める理想的探索から得られた晩実的効   
転榛を内蔵したく擬装〉マリアン・ムーアの世界一  33   
果のようだ」“You are Like the Realistic Product of anIdealistic Search  
forGoldattheFootoftheRainbow”K771eEkoist 3（Mayl，1916），71蓬で  






行，3，8行，5，6行，9，10行が押韻する。   
翌年，Alfred Kreymborg編の新詩華集Othe73（1917）の中で発表された  





‘ln“takingchargeofyourpossessionswhen）TOuSaWthem youbecamea  
goldeIlja）7．’で始まり，第二連は，「く世捨て人は劇場には住まない〉 し，雄孔  
雀は庵では繁育しない。」‥‘Anchoritesdonotdwellintheatres，”andpea－  
cocksdo not flourishin a cell：で始まる。「あなたは感覚の宝石細工になっ  
た」－‘youwerethejewelryofsense”，「あなたは紛い物を憎んだ，あなたは  
怒鳴り立てたのだ／あれこれ過剰な約束事を色々と用いて。」“You hated  





く表明した作品である。   
華麗な雄孔雀から一転して，嫡牛に呼び掛けた小篇“To a Snail”が，ムー  
アの第二詩集『観察集』0如eγ乙・αJわ習∫（1924）に収録される。これも既訳ずみ丁）  
だが，デメテリウスの『文体論』からの一文を冒頭iこ引用することで始める12  
行の詣である。「もしも く凝縮は 文体の最初の優雅〉なら／君はそれを持って  
いる。伸縮性は美点である／慎み深さが美点であるように。」‘If“compression  
is the first grace of style，”／you haveit．Contractilit〉Tis avirtue／as   
森 田  孟  34  
modestyisavirtue，’と，嫡牛にことよせながら，秀れた芸術は内部の原理か  
ら生ずるのであり，外部の装飾でも偶然の所産でもないことを主張した，詩論  
































付されている。   
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と書き出し，自分は常々，我が欲しいと思っていたら，クリスマスに機械仕掛   




















語“1ucro／epeso mort（）”「利益はずっしりとした重荷である」が顕わになる  




「熱心に」  AvecArdeur   
律動が何であるかを承知している親愛なるエズラに  
私は考えてきたⅦつまり，熟考してきた〝つまらぬ大騒ぎをすれば／退屈に  
なる。〝困惑しているかって？／ええ，そうです。私は避ける〝「賞讃する 」  
／と「退屈させる」を。〝私は，まあ／（退屈させる）〟という語によって／退  
屈している。〝私は拒む／「神聖な」を〟使うことを／何か快適な／ものを指示  
するのに，〝「恐しい色」を／ある恐怖を表わすのには。〝私自身は平板／では   









ものには現世のものはない，と。   




としての自らの姿勢を表明し，最後の対句（Nothing mundaneis divine；／  
N（）班iIュgdivineismur】dane．）による自らの確信を示したものである。   
同年，ムーアは次の一篇を発表した。  






小さな葉を食べて生きるしかないということだろうか 、  
その最もよい例は 麒麟である一  
打ち解けない動物。  
心理的なものに悩まされると，   
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どうにも抗し難い程魅力に充ちたものになった筈の  
生物が 耐え難いものになることがある，  
いや 厳密に言えば，異例なものになることが，  
何しろ感情が過敏に乱される動物ほどには  
打ち解けないのだから。  
結局   
形而上的なものの慰めが   
深いものとなり得るのだ。ホメロスにあっては存在は  



















れに托して別の事柄（作者の人生や人間，文学や芸術，社会への洞察）が表明   
森 田  孟  4〔）  
されているわけである。初出時にブラウニングに呼びかけられていた「思慮に  
欠ける園芸」には植物が登場するが，作品の標題や作中に動植物が実在にしろ  















過去は現在  ThePastisthePresent  
もしも外面的な行動が気力を欠き   
押韻が時代遅れのものであるなら  




「ヘブライの詩は散文で   
一種の際立った意識をもっている」′こ－ ヒ。恍惚状態は機会を  
生み 便宜は形式を決定する。  
肝Others：AnAn！koloB），qf＾bLUl々rsc，ed，，AlfredKreymborg  
（NewYork：AlfredA，Knopf，19ユ7）pp．74＾5．   















太腹  Sum  
希望卜恐怖ガ披こ近ヅキ挨拶スル  
「誰も彼を 落ち窪んだ  
目をした死から隠せない」，  
我々には この不都合な真理は十分ではない。   
そなたは男でも女でもなくて 一つの計画であり   
人間の心の中深く企まれているのだ。  
聡された光輝で輝いてそなたはやって来る，アラブの住居からそなたの前に  
馬を御してきた偉大な王子の手の中にすっかり包まれた火と燃ゆる   




怒りを燃やし尽して，ムーア人の豪華な   
装置の中に包まれていよ，円筒形のガラスが回転して   
森 田  孟   42  
炎の輝きを発する，軸へと次第に縮少してゆく  
一箇の大きな砂時計の半球のように。敵対心を焼き尽せ。  
そなたの武器を用いよ 波打って押し寄せる敵意に満ちたこの集会所で：   
反抗した足取りには 増大した炎を   
追い越させたりはしない，おお太陽よ。  
Co乃～ピタγゆ0用7ユ・一々71g，1（January1961）7．  




年月とは何か  ⅥⅧはtareYears？  
私たちの潔白とは何か，  







また 魂の敗北の際には 魂を  
強くなるようにと奮起させるのだろうか。彼は  
深く見て嬉しいと思う，というのも   
死すべき運命に同意し  





その状態が続いてゆくのだと思うから。   
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それで 強く感じる人は  





















光は話し言葉 LightisSpeech  
人は日光についての方が多く語れる   





そうなのだ，光は話し言葉なのだ。惜しみなく公然と   
森 田  孟  44  
公平な日光，月光，  





既に危害を被った人間（∠一 に屈けた   
ヴォルテールの。また   
その均り合いの取れた態度を  
山賊の手荒さにもめげずに  
保持して 良心の呵責が  
貯えている花火を発せしめた  
素手のモンテーニュほ の。また  
言語学の断固たる  
熱烈な八巻本の   
ヒポクラテスに魅了された  
編纂者エミール・ソトレり の。火の  
人，自由に行動した  
科学者は，確固たるマクシミリアン  
ポール・エミール・リトレだった。海に   
護られた英国である   
我々iま，港のそばで松明を  
掲げ持つバルトルディ作の補強された  
自由の女神像（封 を所有しているが，フランスが  
要求するのを耳にする，［真実を語ってくれ（6ノ，  





ことを考える人は誰にしろ，元気付けるく7）〉 ことの出来る人のことだ」と。   















逆罪で死刑宣告を受けたが後に終身刑になったHenriPhillippe P6tain（1856  
1951）であり，バルトルディが，NewYork湾内の自由の女神像（Statueof  
l，iberty）を製作したフランスの彫刻家Fr6d6ric Auguste Bartholdi（1834  
1904）であることは言うまでもない。   
次の詩集『にも拘わらず』入毎gγ班gJビ5∫（ユ944）に収められた定義詩の一幕  
は，標題の主語が作品の一行目の主語ともなって全体を統括する。  









あるいはキーウィの毛の生えている   




























pTheNdion，157（December18，1943）735．   
密接を内蔵したく擬装〉岬マリアン・ムーアの世界・－－  47  
Walter Gieseking（18951956）はドイツの生んだ名ピアニストで，その粒  
揃いの音がきらめき輝く端正さで特に名高い。イタリアの作曲家Scarlatti（父  
Alessandro L16601725］，息子Domenico［16851757］），特にドメニコのソ  





ス・キリストの裁きに関わった。   
精神という 〈抽象〉的なものの，魅惑し魅惑される本質を，微細で甚だ特殊  
な美しいく具体〉 によって描写し，定義したもので，［i］音や［1］音の響  







ist poetics）を振り返っているものとしても読めると言い，知性の作用の「良  
心的な不整合」というこの詩の主要な観念の一つは，不整合を優れた美徳とし  




／ビCおd月っg7乃ぶ（1935）の最後から『年月とは何か』lイ′敬融∴4柁〉 y玩粁（1941）  
にかけての9篤と，『おお，龍になれたら』O Tb＆ソト肋喝W（1959）から  
の1篇の，計川篇を以下に訳出しておきたい。作者の自注のみに触れて，作品  
の「読み」には敢えて関わらないでおこう。この10篇の作品の訳出そのものが，  
ここでの主要な関心事なのである。   







空ろさがあると気付いて，   
というのも どこにあっても均り合いの取れない満足には   
均り合いの取れた態度は欠けるからだが，  
彼は私たちに 腹を立てさせないで知らせてくれた  
威嚇するように両手を  
持ち上げて 猿で私たちを治療する   




「彼は歴史書を書いた」 “HeWrotetheHistoryI‡00k”  
ほら！ あなたは気紛れの光線を   
深遠の仮面の上に余りにも恐しく  
撒き散らすので，私はそれに唖然とさせられて  
きたのだ 言いたいと思うよりもしばしば。  
その本だって？ 標題とはがらくただ。  
確かに   
簡潔で精力に充ちて，あなたはお父上の読みやすさに  
寄与し 十分に  
総合的だ。ありがとう 私にお父上の  
自筆原稿を見せて下さって。   





鯨の中の滞在 SojournintheWhale  
錠のかかった扉々を剣で開けようとしながら，針の   
先端に糸を通しながら，日除け用の木々をめちゃくちゃに   
植えながら，海があなたを愛するよりももっと深く  
愛する人の不透明さに呑み込まれながら，アイルランドよ一  
あなたはあらゆる種類の不足を凌ぎながら常に生き続けてきた。   
あなたは魔女たちに薫から黄金の糸を紡いでもらわぎるを   
得なかったし 男たちが次のように言うのを聞いてきたのだ，  
「我々のとは全く対照的な女性らしい気性とし1うものがあり，  
それが彼女にこういう事柄をさせるのだ。盲目という遺産と   
生来の不適格とに周囲を取り囲まれているので   
彼女は賢くなるだろうし 譲歩せざるを得ないだろう。  
経験に強いられて，彼女は引き返すことだろう，  
水はしかるべき平面を求めるのだ」と。   
それであなたは微笑んでしまった。「流動している水は   
平面どころではない」直。あなたはそれが，たまたま障害物が   
通路を妨げた時，自動的に生ずるのを見てしまったのだ。  
0′ゐg門（1917），p．78．  
（1）にはエゴJg用りβなぞSfが出所である旨自注がある。   
森 田  孟   
厳格主義者  Rigorists   
50  
「私たちはトナカイが若葉を  
こよ 食んでいるのを見た」と，ラップランドにいたことのある友人が言った，  
「自分たちの食べものを見付けながら。彼らは適応している  
乏しいライノ  




どれ程美事に ラップランドや  
シベリヤの透かし模様刺繍の  
芸術家たちが 精巧に引き華や  
鞍用腹帯を 鋸歯状の革レースで作り上げようとも。  
一頭が私たちを見た  
半ば褐色，半ば白色のしっかりした顔付きで一高山の  




くレオントポウデイアム〉 のようだった」と。それで  




贈り物だった。この戦いは勝ち取られたのだった   
編棒を内蔵した〈擬装〉一マリアン・ムーアの世界  51   
一人の静かな男性，  
シェルドン・ジャックソンによって。その人種にとっての福音だった  







16頭のトナカイを物々交換で確保し，後には更にもっと移入したのであると。   
〈レオントポウディアム〉 は，ラテン語で文字通りには「ライオンの足」の  
意だが，アルプス産キク科ウスユキソウ属の高山植物であるエーデルワイスの  
学名が“1eontopodium alpinum”なのである。第6連には，そういう言葉の洒  
落，遊びが試みられている。ムーアの得意とするところである。各連の2，3  
行が押韻する。  
彼は「鋼鉄を消化する」 ⅠIe“DigestethHardeYron’  
マダガスカルに生息していた   
エペオルニス あるいはロック，それに  
モアは絶滅しているが，  
大きさの点で彼らと   
繁りのあるラクダスズメ流れのそばを  
歩いているのをクセノフォンが見た大きな雀m は正義の  
象徴‘2）だ ったし今もそうだ。  
この鳥は雛を母親らしい   
集中力を籠めて見詰めるそして彼は  
夜間六週間 母親として  
抱卵し続けた¶彼の両脚は   
彼らの唯一の防禦武器。   
森 田  孟  52  
彼は馬より足が遠く，蹄のように  
堅い足を持つ。豹も  
それ程には疑い深くない。どれ程   
彼なら，羽毛と卵と子供のせいで尊ばれて  
乗用獣としてさえ用いられて，人間を尊敬できることだろうか！   
人間は俳優のようにダチョウの皮に隠れてこ～J，右手で  
その首を生きているかのように動かし  
袋から左手で穀粒をばら撒いて ダチョウが  
誘き寄せられて殺されるように出来そうだから。そうだ，これこそ  
羽毛が 古代には正義の  
羽毛だった彼なのだ，その   
大きな首の上の滑稽な仔鴨の  
頭を 羅針盤の針の神経質ぶりを見せて回転させる彼なのだ，  
歩暗に立つ時に  
S字状に餌を捜し回りながら彼は   
鉛の肌の背の上の産毛を畷で毛繕いし続ける。  
敬虔な姿の卵は  
カストールとポルックスが   
膵化して出てきたレダの卵川 そのもののように見えるが  
ダチョウの卵だった。それで，この点以上にそれが常食とした中国の芝生に  
相応しいと思われるものが何かあり得たろうか  
それは見慣れない鳥を   
賞讃した或る皇帝への贈物とされたのだが  
土の中に泥で捏ね上げた  
巣を作りながら 湖か海の中を   
頭しか見えなくなるまで捗ってゆくことだろう。  
一度の饗宴に供された六百羽の  
ダチョウの脳味噌〔こ），ダチョウの羽毛を先端に被せたテントと   
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砂漠用槍，宝石の豪華さに満ちた  
醜い卵殻のように砕けやすい   
高跡付きグラスr6），引き具をつけた  
八組のダチョウ丁－ は 実在論者には常に  
見落される意味を劇的に表現する。  
可視の世界の力は   
不可視の世界である，自由の木が  
全く育っていない所でさえ  
所謂蛮勇が知っているように。   
英雄的資質は人を消耗させる，がそれにしても  
それは 無害なロドリゲスソリチアーや  
威風を誇ったオオウミガラスを生存させておける程賢くなかった  
強欲ヒは相入れない。   
抜け目なくガルガンチェアのように巨大で  







由来する旨の自注がある。（1）は（5）（7）と共にGeorge Je11nisoIlの『古代  
ローマに於ける見せ物と楽しみのための釧軌』扉削れか牒血…如Ⅵ払甜  
in AncientRomeに，（2）（3）（4）は，Berthold Lauferの771e（神en Cozlrt  
誌（May1926）の文章に，（6）はEdwardⅥTenhamの＾bw Ybrk5ゎれ紙（May  
22，1937）の文章に，それぞれ典拠がある旨自注があり，（路）にはギリシャ語  
“す甲Ou♂‘0〟孟〟符入os．”（雀路糀）がぽつんと注記されている。   
エペオルニス（aepyornis）はMadagascarに生息していた乾鳥より大型の  
鳥でロック（roc）の伝説を生んだとされる。ロックは，アラビアの伝説上の  
巨大な怪鳥で，象を爪で持ち上げて餌にしたという。モア（moa）はNewZea   





まで生存していたドードー 科の鳥であり，オオウミガラス（great auk）は，  




研究者  TheStlldellt  
「アメリカでは、1∫ 」と その講師は  
始めた，「詰もが学位を持たねば  
ならない。フランス人は全ての人が  
それを持ち得るものとは考えない，絞らは誰もが   
大学に行く必要はないと言う」と。我々は  




学校は－歌っている木（2ノ のようなもので その  
葉は音楽会で歌っている口だったのだ仙   
知識の木であると共に  




felici〉 など。おそらく我々には  
知識はなく，ただ意見があるだけで，我々は   
学部学生であって   
拒韓を内蔵した く擬装〉－マリアン・ムーアの世界   
研究者ではないのかも知れない。知っていることだが   




紛争から身を引いて ジャック・ブックワームは′】）   
学生生活を送ったとゴールドスミスは言う，  
で，ここでもまた   
フランスやオックスフォードでのように，学業には種々の危険が  
つきまとう「－－シミ，カビ，  
及び愛想のよい従順さが。だが ニュー  
イングランドにはこう言えるだけのものは心得ている人もいる  
研究者とは忍耐の化身であり，   
「無視と非難とにうー  
耐え得る」  
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同意しそうもないから。狼の無愛想さと   
同じような知識で  





提供し，余りにも世俗から離れているので   
何事かが彼の心を動かすことは  
なさそうに見える。彼に感情が  
森 出  孟   56  
ないからではなく 余りにも豊富にあるからなので。  
アロgわ40（June1932）1226  
この作品にも自注がぴっしり付されており，（1）の講師とはノヾりのフラン  





メリカの学者」“TheAmerican Scholar’’の中の言葉に由来し，（6）はEd－  
mund Burkeが1781年11月にFoxに答えた言葉に，（7）はIIenry McBride  
の＾bu）n）7i，Sun紙（1931年12月12日）の，Dr．Valentinerを讃えた文章に  
基づく旨，断ってある。   
＊ このラテン語は，誤記か誤植か，意味不明なので原語のままにしておく。  
滑らかな癌だらけのサルスベ［）  SmoothGnarledCrape鳳Iyrtle  
木の実のように滑らかな草緑色の  
喉をした真輸緑色の小鳥が 小枝から   
小枝へ斜めに飛びながら，中国の  
花飾りを模倣している数学でいう   
環状の，堅い葉の木の   
青桃色の葡萄酒の澱の   
ピラミッドに着いた   
事務的な原子，一対の中の   
一つ。手斧状冠毛を持つ   





黒い遡と桃色の頭の   
橿鞍を内蔵したく擬装）－マリアン・ムーアの世界一  
靴脱ぎ器形ホタルがいる。「純粋サンスクリット語  
でしか歌わない伝説上の白耳   
黒プルプ／レ川」が   
ここに居るべきだ－「人に慣れた賢い   
真物のナイチンゲール」が。通常   
対になっている深紅色の   





二重回し」のようだ。それは企んだ格言で，   
熱烈な文字を書くための  
場所である端切れ箱状の鳩の卵の上に，ヒヤシンス青色の蓋の上の   
一対の下に鳥の爪で書いたように   
書かれていたr「友情のうちに1）   
一緒になり，愛によって仕上げられた」と。   
一つの面は欺くかも知れない，丁度   
象の，オダマキの筒状部の鼻が   





独身男性であり得ようし，それはコングリーヴヘの   
一歩にすぎない。ロザリンドのいない  
程々紅冠烏は 人々の居る所へやってくる，人々が   
彼の居る所に必ずいるような   
ことはこれまでなかったと知っているので¶この烏は  
歌いはしないがこう言う，「孤独で′」～   
ないなら ぽくはもっと孤独に  
57   
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なるべきだ，だから孤独を保つのだ」と半ば   

















行を言い換えていることを，（5）lま，英国0）劇作家・詩人Thomas Lodge  
（1558？1625）の肋5め朋de（1590）の初版の標題ページに載っている言葉  
であること，が記載されている。  
烏の智慧の  BirdWitted  
無邪気にべンギンの眼を見開いて，大きな   
巣立ったばかりのマネシップミが三羽  
ネコヤナギの木の下で   
→列に並んで立っている  
翼を触れ合わせ，か弱く厳かに，   
遂に彼らは目にする  
もはや自分たちよりそれ程大きくもない  
母親が不公平にも   
桓鞍を内蔵した く擬装〉1マリアン・ムーアの世界一   
自分たちのうちの一羽の餌になる  
何かをもってくるのを。  
高い調子の断続する，毀れた馬車の   
発条の乱り音が，三羽の  
同じような，柔和に覆いのかかった   
烏の目をした苫狂点だらけの姿によって  






密集した繊維状の淡い色の   
ネコヤナギの表面をした  





縦に 羽の下には  
横に，そして  
アコ√デイオンは  
再び閉ぎされる。何と嬉し気な調べが   
抜け目ない成鳥の  




前には 遠くて  
強力でなかった太陽に  
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照らされた空から。その烏の声は  
何と荒々しくなってしまったことか。  
彼らを観察していた葦Eの猫が   
ゆっくりと 木の幹にいるそのさっばりと  








両親は矢のように降下しながら，血も凍る思いに   
焦ら立ち，骨折りの一希望に  















弱く厳かに」feeblysolemnなる美事な撞着語が使われている。   
軸韓を内蔵した〈擬装〉Ⅶマリアン・ムーアの世界¶  
スペンサーのアイルランド  Spenser’slreland  
は変っていなかった，－   
その緑色に負けず劣らぬ親切な所で，   
これまで私が見たこともなかった緑あふれる所だった。  






ヴィーナスの外套しこう、 のようで，首のところが  
しっかりボタンで止められていて，両細り ほ使っていなくて新しい。  
もしもアイルランドで   
人々が竪琴を，必要な時に終りから始めへと逆方向に演奏し  
真昼に羊歯の胞子を  
採集して 彼らの所謂  






アイルランドの物語ではめったになく，彼らには皆 祖母がいる。  
アイルランドらし）1ことだった，   
結婚ではない縁組がなされたのだ   
私の曾祖母の母が 不和に対する  
本能的な才能を示しながら 次のように  
言った時に，「お前の求婚者は  
完璧ではないけれど 難点は一つで  
十分です，彼はアイルランド人では  
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屈服しない」と言う人は 誰も決して分らないのだ  
自分が自由になるのは   
この上ない信仰に捉えられて   
しまってからなのだということを，一イ言じやすさに，  
そうでしょう？ 大きな優美な  
指が震えながら七月半ばの  
蝿の趨を針で  





ダマスク織りのために分離するが   




青銅器時代遺物は 宝石類ではない川）  
紫サンゴのフクシヤの木のようには。エ」ルは  
非常にこぎれいな  
ウミバト丁－  でヒースの生い茂る荒野の  
雌鶏で スピネット風の涼やかな  
ムネアカヒワ、ド）は無慈悲さを予示しているのか？ それなら  
彼らは私には   
魔法にかけられたジュラルド伯r9のようなものだ 彼は   
雄康iこ，山岳の大きな  
緑目の猫に   
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変身したのだ。非商品は彼らを  
不可視にする。彼らは姿を  
消してしまった。アイルランド人は言う あなたの悩みは私たちの  





（1）（2）（6）（川）については，f）on B〉汀neの文章り血血1〟JC甜gれ砂／Jオc  
凡才卿ヱZ‘郁∴March1927）「アイルランド：私が切り出された岩」を参照との，  
また，（3）（4）はMaria Edgew（）rthのアラックレント城』Cas／lelh・k7でタZt  
の脚注や文章が，（5）には同じEdgeworthの『不在地主』77zeAbsenteeの中  
の一文が引かれ，（7）（8）はDellis O’Sし111iヽ▼anの『グレンギャリ←の幸福な  
回想録』触りすど〃70γJど∫（1rCJビタ7卯7でが，そして（9）はPadraic Columの  






る。   
「鯨の中の滞在」でも，アイルランドへの呼び掛けがあった。ムーアには，  
アイルランドへの思いが深い。  
メルキオール・ヴルピウス  MelehiorVulpillS  
c．156〔卜1615  
対位法作曲家一  
衆讃歌の   
及びラテン語歌詞に合わせた婚礼讃歌の   
だが 何にもまして讃美歌の 作曲者。  
「神は讃えらるべきかな 誘惑に打ち克つ信仰ゆえに   




誰にも理解できない   
この精通ぶりを。それでも誰かが   
それを習得し それを導く  
ふいご   ことができる。鼠の皮の帯の呼吸が川  
伸び拡がり有頂点になって言う  
「ハレルヤ」と。殆ど  
極度の絶対論者   
にして遁走曲主義者よ，アーメン，ゆっくりと築き上げてゆく   






それでも彼はそれを身につけて導くのに成功する」とArsさne Alexander，  











特に，何々へ，と呼び拝トけられている標題の詩と，「AはBである」という型   
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の標題の作品を考察した。  
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－The World ofMarianne MooreⅦ  
TwentyOnepOemSOfMarianneMoore’sarenewlytranslatedintoJapanese  
in this paper，in which aremainlydiscussedthe works with types oftitles“To  
”and“Ais B”．The objects addressed to and defined as are not only them  




1iterature，art，and so on．They are not always the poet’s ownviews，because  
theyareoftenmockinglyexpressed．Wemustread thepoet’s（）Wnthoughtsand  
feellngSthroughthepoems’camouflagehavingpltlralaspects．   
